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翁百合・柳川範之・岩下直行編著
『ブロックチェーンの未来 :金融・産業・社会はどう変わるのか』

日本経済新聞出版社,281頁,2017年

ビットコインの価格の乱高下や史上最大の被害額

となった仮想通貨の流出事件の発生など,仮想通貨
が何かと世間の耳目を集めている

本書がその主題としている「ブロックチェーンJ

は,も ともとは仮想通貨の代表格である「ビットコ
イン」を支える中核技術として発明されたものであ

る。これは,「ブロック」と呼ばれる取引データの

固まり (一種の帳簿)を一定時間ごとに生成し,時
系列的に鎖 (チ ェーン)の ようにつなげていくこと
により,データを保管していく技術である ブロッ
ク (データの集まり)をつなげていく形態がチェー
ン (鎖)の ように見えることから「ブロックチェー
ン」と呼ばれる また, この技術を使うと,ネ ット
ワークの参加者が所有権の記録 (台帳)を分散して
管理できるようになることから,最近では,「分散
型台帳技術」(DLT:Dζ tl‐ibuted Ledger TechnO10_
gy)と 呼ばれることも多くなっている.
ブロックチェーンは,①データの改ざんが困難,

②障害やシステムダゥンに強い,③運用コストが安
い,と いった特徴があり,様々な取引を「安全で高
速で安上がり」にしていく大きな可能性を秘めてい

る 現在は, ビットコインからはまったく切り離さ
れて, 1つの独立した技術として応用が図られてい
る このため, ビットコインとブロックチェーンと
は,明確に区別して考えていく必要がある。ブロッ
クチェーンは,データを管理するための要素技術で
あることから,その応用範囲は広く,①仮想通貨
(ビ ットコインなど)のほかにも,②金融分野 (決
済・送金・証券決済など)ゃ ,③非金融分野 (土地
登記,資産管理,医療情報,選挙の投票管理など)
など,多方面への応用が目指されている
ビットコインをはじめとする仮想通貨については,
2017年末にかけての価格急騰のあとで価格が下落に

転じる中で,「夢の通貨Jと しての期待感や斬新な
仕組みへの一時的な高揚感が後退してきているよう
である。一方で, ビットコインを支えるための技術
として開発 されたブロックチェーンについては,

「インターネット以来の最大の発明」ともされてお

り,幅広く活用できる技術として期待が一段と高ま
っているところである.

本書は,金融,経済学,法律,IT,官庁など各
分野の専門家がブロックチェーンのもたらす可能性

について包括的に解説を加えた一冊である 公的サ
ービス,取引履歴サービス,金融サービスなどにお
けるブロックチェーンの実証実験について取り上げ

たうえで,ブロックチェーンを社会基盤としてぃく
うえでの政策的な課題について検討を加えている.

銀行の勘定系システムや証券取引の実証実験を行っ

た当事者による報告も含まれており,現状でどこま
で成果が得られているのかを具体的に知ることがで

きる.

まず,「第 I部 ブロックチェーンは社会をどう
変えるか」では,「取引データを複数の参加者が分

散して管理するJと いうブロックチェーンの仕組み
や, ブロックチェーンの分類 (誰でも参加できるタ

イプと特定の参加者のみが参加できるタイプ), メ

リットなどについて解説したうえで,ブ ロックチェ
ーンの実用例 (政府による活用,金融取引や商取引
における実用例)について紹介している.そのうえ
で,ブロックチェーンを社会基盤とするための政策
的な提言を提示している

次に「第Ⅱ部 金融はブロックチェーンでどう変
わるのか」では,金融業界におけるブロックチェー
ンの利用について述べている.具体的には, ビット
コインの展開,為替取引,KYC情報,勘定系シス
テム,金融インフラなどへの利用に触れたうえで,

中央銀行によるデジタル通貨の発行に向けた動きや,

仮想通貨に対する金融庁の取組み,FinTech業 界
に対する経済産業省の対応などの政策対応について

も詳細に解説がなされている

最後の「第Ⅲ部 産業インフラとしてのブロック
チェーンの可能性」では,非金融分野における活用
について語られている.ダイヤモンドの取引履歴の
登録を行っているエバーレッジャー社,証券の発行
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から取引・決済までの実証実験を行っている日本取

引所グループ,IOTへ の応用の可能性,スマートコ

ントラクトの利用とその法的な倶1面などが幅広い視

点から解説されている。そして,最終章にあるエス

トニアによる電子政府への取組みについても,かな

り興味深い。人口130万人と日本の100分の 1ほ どの

小国がこれほどまでの電子政府を作り上げていると

いう事実は,日本にも示唆するものが大きいのでは

ないだろうか.

ブロックチェーンは, これから5～ 10年をかけて

導入が広がっていく大きな技術のうねりであるもの

とみられる.ビ ットコインなどの仮想通貨が,これ

まで金融機関が手掛けてこなかった,いわば「金融

の周縁部分」におけるイノベーションであるのに対

して,ブロックチェーンは,これまで銀行や証券会

社などが担ってきた「金融業務の本流部分」に大き

な変革を起こそうとしている.このため,金融分野

に本格的に導入された場合には,特に,国際送金 ,

貿易金融,証券決済などの中核業務において,桁違
いに大きなインパクトをもたらすものとみられる

銀行券に代わる「デジタル通貨」の発行に向けた中

央銀行の動きからも目が離せない。このように「金

融を根本から変革するポテンシャルを持っている」

とされるブロックチェーンに興味をお持ちの方に,

一読をお勧めしたい.

(麗澤大学 中島真志 )
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